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第19回　通常総代会開催

役員紹介

平成31年度　新入職員紹介

平成31年産水稲　は種作業開始
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　平成31年度の水稲作付に向け、北竜支所では3月25日から種籾の温湯消
毒作業が行われている。温湯消毒は、いもち病や苗立枯細菌病などに対し、
農薬処理と同等以上の防除効果があり、安心・安全な米づくりに一役買って
いる。同支所では平成24年から取り組んでいる。
　今年度は北竜町・深川市・雨竜町の189戸分、約81トンを消毒する。うるち
米やもち米、酒米など17品種を取り扱う。作業は5月初旬まで続く。

JAきたそらちでは、ホームページとFacebookで、
魅力満載の情報を発信中です！ ぜひ、ご覧ください！
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発芽試験

殺菌後の脱水処理

60℃に保たれたお湯に 10 分間浸して殺菌する



第19回
　
４
月
９
日
、
深
川
支
所
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
第
19
回
通
常
総
代
会

が
開
催
さ
れ
た
。総
代
定
数
３
７
０
名
に
対
し
、本
人
出
席
１
７
９
名
、

代
理
出
席
４
名
、
書
面
に
よ
る
出
席
１
４
４
名
の
合
計
３
２
７
名
の

総
代
が
出
席
し
た
。

　
岩
田
清
正
専
務
が
開
会
を
宣
言
し
、
平
成
30
年
産
農
畜
産
物
共
励

会
表
彰
が
行
わ
れ
た
後
、
柏
木
孝
文
組
合
長
が
開
会
の
挨
拶
を
述
べ

た
。
柏
木
組
合
長
は
こ
の
中
で
、
昨
年
の
管
内
の
作
況
等
に
つ
い
て
、

基
幹
作
物
で
あ
る
水
稲
に
お
い
て
は
、
６
月
中
旬
以
降
の
天
候
不
順

の
影
響
を
う
け
、
作
況
指
数
は
「
90
」
と
な
り
、
平
成
22
年
以
来
の

不
作
と
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
畑
作
物
に
つ
い
て
も
同
様
に
計
画
を

大
き
く
下
回
る
作
柄
と
な
っ
た
。
青
果
・
花
き
に
つ
い
て
は
収
穫
量

こ
そ
計
画
を
下
回
っ
た
が
、
全
国
的
な
品
薄
に
よ
る
価
格
高
に
救
わ

れ
農
畜
産
物
の
販
売
取
扱
高
合
計
で
は
、
計
画
対
比
92
・
５
％
の
１

７
７
億
２
千
万
円
と
な
っ
た
こ
と
に
対
し
、
こ
の
よ
う
な
気
象
状
況

の
中
で
肥
培
管
理
・
飼
育
管
理
に
努
力
さ
れ
た
こ
と
に
敬
意
と
感
謝

を
述
べ
た
。

　
続
け
て
平
成
31
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
組
合
員
か
ら
選
ば
れ

る
農
協
を
目
指
し
自
己
改
革
を
進
め
、
昨
年
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る

全
戸
訪
問
を
本
年
に
つ
い
て
も
実
施
し
、「
組
合
員
と
密
着
力
強
化

に
よ
る
経
営
の
安
定
化
」
を
図
り
、
ま
た
、
社
会
環
境
の
変
化
に
対

応
で
き
る
組
織
体
制
へ
の
改
革
を
進
め
、
新
た
な
組
織
づ
く
り
、
協

同
組
合
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
宣
言
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
３
月
に
完
成
し
た
精
米
施
設
に
つ
い
て
、
全
道
一
の

水
稲
生
産
量
・
集
荷
量
を
誇
る
当
Ｊ
Ａ
は
、
責
任
産
地
と
し
て
安
定

的
な
供
給
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
同
施
設
は
、
消
費
者
・
実
需
か
ら

評
価
さ
れ
る
主
産
地
の
核
に
成
り
え
る
施
設
で
あ
り
、
精
米
販
売
に

よ
る
販
売
額
の
増
加
、「
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
米
」
の
知
名
度
・
ブ
ラ

ン
ド
力
の
向
上
と
合
わ
せ
、
輸
出
事
業
等
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
報
告
し
、
組
合
員
や
関
係
機
関
へ
の
協
力
を
訴
え
た
。

　
続
い
て
、
佐
野
豊 

北
竜
町
長
、
岡
本
幸
一 

北
海
道
信
用
農
業
協

同
組
合
連
合
会 

岩
見
沢
支
所
長
に
よ
る
祝
辞
の
後
、
雨
竜
地
区
の
栂

野
幸
二
氏
、
一
已
地
区
の
小
畑
弘
司
氏
を
議
長
に
選
出
し
議
案
審
議

に
入
り
、
８
議
案
全
て
が
原
案
通
り
可
決
決
定
さ
れ
、
当
期
未
処
分

剰
余
金
は
前
年
比
５
千
万
円
増
の
２
億
９
千
４
百
万
円
を
計
上
し
、

剰
余
金
処
分
案
で
は
、
準
備
金
や
積
立
金
に
よ
る
内
部
留
保
の
他
、

販
売
品
・
営
農
購
買
品
に
対
す
る
事
業
分
量
配
当
、
出
資
配
当
合
わ

せ
て
９
千
６
百
万
円
と
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
本
年
は
役
員
改
選
期
に
あ
た
り
、
理
事
19
人
、
監
事
５
人

の
新
役
員
が
選
任
さ
れ
、
総
代
会
終
了
後
の
理
事
会
・
監
事
会
に
お

い
て
常
勤
役
員
等
の
互
選
が
行
わ
れ
た
。
新
役
員
の
執
行
体
制
は
左

記
の
通
り
。

通
常
総
代
会
開
催

通
常
総
代
会
開
催

通
常
総
代
会
開
催

代 表 理 事 組 合 長

代 表 理 事 専 務

常 務 理 事

常 務 理 事

会 長 理 事

北竜地区代表理事

幌加内地区代表理事

一已地区代表理事

納内地区代表理事

音江地区代表理事

メム地区代表理事

多度志地区代表理事

雨竜地区代表理事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

代 表 監 事

常 勤 監 事

監 事

監 事

員 外 監 事

柏木　孝文

岩田　清正

中野　隆之

大久保浩隆

早崎　優美

北清　裕邦

田丸　利博

松田　直人

谷岡　　優

近藤　育志

山﨑　武則

遠藤　良明

遠藤　清明

寳利　靖必

大西　修一

田　裕紀

辻本　吉和

永井　　稔

伊藤　孝司

赤川　光男

近藤　英人

仙丸　孝司

澁谷　英夫

中澤　　清

多度志地区代表理事

雨竜地区代表理事

北 竜 地 区 理 事

幌 加 内 地 区 理 事

常 勤 監 事

監 事

中西　秀幸

遠藤　淳史

川村　　功

古屋　一郎

島影　保雄

篠原　隆浩

新 役 員

退任役員
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組
合
長
あ
い
さ
つ

きたそらち農業協同組合

代表理事組合長 柏　木　孝　文

　
新
緑
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
ま
す

ま
す
御
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
平
素
は
当
農
協
事
業
運
営
に
際
し
ま
し

て
、
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
度
は
、
農
協
役
員
の
改
選
期

に
あ
た
り
、
去
る
４
月
９
日
に
開
催
し
ま
し

た
第
19
回
通
常
総
代
会
に
お
き
ま
し
て
、
新

役
員
６
名
を
含
む
理
事
19
名
、
監
事
５
名
が

選
任
さ
れ
、
そ
の
後
の
理
事
会
に
お
い
て
引

き
続
き
代
表
理
事
組
合
長
の
大
役
を
仰
せ
つ

か
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
職
責
の
重
大
さ
を

改
め
て
実
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。

　
農
業
改
革
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
な

か
、
農
業
と
農
協
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

さ
を
増
す
ば
か
り
で
す
が
、
組
合
員
は
も
と

よ
り
、
農
協
利
用
者
並
び
に
地
域
住
民
の
暮

ら
し
を
支
え
る
組
織
と
し
て
皆
様
か
ら
の
信

頼
を
今
以
上
得
ら
れ
る
よ
う
、
役
職
員
一
丸

と
な
り
事
業
運
営
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
よ
り
一
層
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま

す
こ
と
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
現
在
、
日
本
の
農
業
は
極
め
て
大
き
な
局

面
を
迎
え
て
い
ま
す
。
昨
年
末
に
発
効
と

な
っ
た
Ｔ
Ｔ
Ｐ
11
や
本
年
２
月
に
発
効
し
た

日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
、
発
効
か
ら
わ
ず
か
数
ヶ
月

で
２
年
目
の
間
税
率
引
き
下
げ
が
適
用
さ
れ
、

牛
肉
・
乳
製
品
な
ど
の
輸
入
量
が
ハ
イ
ペ
ー

ス
で
急
増
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
国
民
の

食
料
安
定
供
給
確
保
と
い
う
大
義
を
失
い
つ

つ
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
経
済
効
果
よ
り
も
先

に
日
本
の
農
業
が
犠
牲
と
な
り
、
こ
の
巨
大

経
済
圏
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
強
く
国

民
へ
訴
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
我
々
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
一
丸
と
な
り
、
生
産
者
並

び
に
国
民
の
不
安
を
払
拭
す
べ
く
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
構
築
を
強
く
政
府
に
要
請

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
本
年
５
月
に
農
協
改
革
集
中
期
間

の
期
限
を
迎
え
ま
す
が
、
当
農
協
に
お
い
て

は「
組
合
員
と
の
密
着
力
強
化
」を
図
る
た
め
、

組
織
機
構
の
一
部
見
直
し
を
図
り
、
農
協
全

部
門
を
あ
げ
て
の
組
合
員
訪
問
活
動
を
充
実

さ
せ
、
更
に
は
「
役
職
員
行
動
規
範
」
や
「
人

的
資
源
管
理
基
本
方
針
」
の
設
定
な
ど
「
人

づ
く
り
」
を
中
心
と
し
た
組
織
基
盤
強
化
を

進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
時
代
に
即
し
た
協
同

組
合
の
価
値
創
造
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
第
６
次
農
業
振
興
計
画
・
農

協
経
営
計
画
の
最
終
年
で
あ
り
、
第
７
次
計

画
の
策
定
年
で
も
あ
り
ま
す
。
農
業
所
得
増

大
に
向
け
、
水
稲
作
付
面
積
１
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
維
持
と
多
様
な
担
い
手
確
保
を
進
め
、

新
た
に
取
得
し
た
精
米
施
設
を
「
Ｊ
Ａ
き
た

そ
ら
ち
ブ
ラ
ン
ド
」
発
信
の
核
と
し
、
産
地

精
米
で
の
メ
リ
ッ
ト
還
元
や
畑
作
物
・
青
果
・

花
き
の
生
産
性
向
上
、
更
に
は
畜
産
ク
ラ
ス

タ
ー
計
画
の
推
進
に
よ
り
農
畜
産
物
の
生
産

拡
大
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
当
農
協
は
、
農
業
振
興
を
通
じ
て
地
域
社

会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
存
在
意
義
と
し
て
い

ま
す
。
役
職
員
が
一
丸
と
な
り
組
合
員
の
負

託
に
応
え
る
事
業
展
開
を
図
っ
て
行
く
所
存

で
す
の
で
、今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
指
導
・

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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役 
員 

紹 

介

　
役
員
の
任
期
満
了
に
よ
り
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

６
名
の
方
が
新
し
く
役
員
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、役
員
体
制
も
決
ま
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し

ま
す
。

  

■
代
表
理
事
組
合
長

   

柏  

木  

孝  

文

　
　
　
　
　

 

（
常
勤
）

  ① －　　　　　　　　
  ②56歳　　　　　　  ⑤田  ：1,977a
  ③ 4期目　　　　　　 畑　：－
  ④水稲　　               家畜： －

  ① －
  ②54歳　　　　　　  ⑤田  ：2,636a
  ③ 5期目　　　　　　 畑　： －
  ④水稲　　               家畜： －

  ①総務営農経済担当　
  ②58歳　　　　　　  ⑤田  ： －
  ③ 2期目　　　　   　 畑　： －
　④ －　　　　　　　　  家畜： －

  ①金融共済担当　
  ②56歳　　　　　　  ⑤田  ： －
  ③新任　　　　　   　 畑　： －
　④ －　　　　　　　　  家畜： －

  ①営農販売委員会副委員長
  ②59歳　　　　　　  ⑤田  ：2,959a
  ③ 4期目　　　　   　 畑　： －
　④水稲　　               家畜： －

  ①経営管理委員会副委員長　⑤田  ：2,289a
  ②47歳　　　　　　  　 畑　：339a
  ③ 5期目　　　　   　 その他：1,000a
　④水稲・畑作・畜産     家畜：800頭

  ①営農販売委員会委員長　
  ②51歳　　　　　　  ⑤田  ：4,013a
  ③ 4期目　　　　   　 畑　：8,650a
　④水稲・畑作              家畜： －

  ①経営管理委員会委員長　
  ②57歳　　　　　　  ⑤田  ：2,354a
  ③ 6期目　　　　   　 畑　：850a
　④水稲・畑作・花き　　　  家畜： －

  ①経営管理委員会
  ②50歳　　　　　　  ⑤田  ：2,666a
  ③ 3期目　　　  　 　 畑　： －
　④水稲　　               家畜： －

  ①経営管理委員会・営農販売委員会
  ②45歳　　　　　　  ⑤田  ：2,695a
  ③ 2期目　　　　   　 畑　： －
　④水稲　　               家畜： －

  ①営農販売委員会 ⑤田  ：11,086a
  ②55歳　　　　　　       畑　：3,379a
  ③ 2期目  　　　　     家畜： －
　④水稲・畑作　　      （複数戸法人）

  ①経営管理委員会・営農販売委員会
  ②48歳　　　　　　  ⑤田  ：1,924a
  ③ 2期目　　　　   　 畑　：110a
　④水稲　　               家畜： －

  ①営農販売委員会
  ②47歳　　　　　　  ⑤田  ：2,411a
  ③  2期目　　　　   　 畑　：392a
　④水稲　　               家畜： －

  ①営農販売委員会
  ②48歳　　　　　　  ⑤田  ：2,526a
  ③  2期目　　　　   　 畑　：20a
　④水稲　　               家畜： －

  ①経営管理委員会
  ②48歳　　　　　　  ⑤田  ：3,037a
  ③新任　　　　  　 　 畑　： －
　④水稲　　               家畜： －

  ①経営管理委員会 ⑤田  ：4,851a
  ②48歳　　　　　　       畑　：256a
  ③新任　　　　  　 　 家畜： －
　④水稲・畑作・花き　  （複数戸法人）

  ① －
  ②61歳　　　　　　  ⑤田  ： －
  ③新任　　　　   　   畑　： －
　④ －   　　               家畜： －

  ① －
  ②58歳　　　　　　  ⑤田  ：2,553a
  ③  4期目　　　　   　 畑　：2a
　④水稲　　               家畜： －

  ①経営管理委員会
  ②42歳　　　　　　  ⑤田  ：2,603a
  ③新任　　　　   　   畑　：12,433a
　④畑作　　               家畜： －

  ① －
  ②48歳　　　　　　  ⑤田  ：3,947a
  ③新任　　　　   　   畑　：757a
　④水稲・畑作              家畜： －

  ①営農販売委員会
  ②41歳　　　　　　  ⑤田  ：2,995a
  ③新任　　　　   　   畑　：1,336a
　④水稲・畑作・青果           家畜： －

  

■
代
表
理
事
専
務

   

岩  

田  

清  

正
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※田の耕地面積には転作も含まれています。

①所属委員会　　④営農形態
②年齢　　　　　⑤耕地面積
③役員経歴　　　（田、畑、家畜）
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  ②69歳　　　　　　  ⑤田  ：1,763a
  ③13期目　　　　　　 畑　：289a
　 （旧JA５期含む）　　　  家畜： －

  納   内

  雨  竜
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（
常
勤
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  ① －　　　　　　　　
  ②56歳　　　　　　  ⑤田  ：1,977a
  ③ 4期目　　　　　　 畑　：－
  ④水稲　　               家畜： －

  ① －
  ②54歳　　　　　　  ⑤田  ：2,636a
  ③ 5期目　　　　　　 畑　： －
  ④水稲　　               家畜： －

  ①総務営農経済担当　
  ②58歳　　　　　　  ⑤田  ： －
  ③ 2期目　　　　   　 畑　： －
　④ －　　　　　　　　  家畜： －

  ①金融共済担当　
  ②56歳　　　　　　  ⑤田  ： －
  ③新任　　　　　   　 畑　： －
　④ －　　　　　　　　  家畜： －

  ①営農販売委員会副委員長
  ②59歳　　　　　　  ⑤田  ：2,959a
  ③ 4期目　　　　   　 畑　： －
　④水稲　　               家畜： －

  ①経営管理委員会副委員長　⑤田  ：2,289a
  ②47歳　　　　　　  　 畑　：339a
  ③ 5期目　　　　   　 その他：1,000a
　④水稲・畑作・畜産     家畜：800頭

  ①営農販売委員会委員長　
  ②51歳　　　　　　  ⑤田  ：4,013a
  ③ 4期目　　　　   　 畑　：8,650a
　④水稲・畑作              家畜： －

  ①経営管理委員会委員長　
  ②57歳　　　　　　  ⑤田  ：2,354a
  ③ 6期目　　　　   　 畑　：850a
　④水稲・畑作・花き　　　  家畜： －

  ①経営管理委員会
  ②50歳　　　　　　  ⑤田  ：2,666a
  ③ 3期目　　　  　 　 畑　： －
　④水稲　　               家畜： －

  ①経営管理委員会・営農販売委員会
  ②45歳　　　　　　  ⑤田  ：2,695a
  ③ 2期目　　　　   　 畑　： －
　④水稲　　               家畜： －

  ①営農販売委員会 ⑤田  ：11,086a
  ②55歳　　　　　　       畑　：3,379a
  ③ 2期目  　　　　     家畜： －
　④水稲・畑作　　      （複数戸法人）

  ①経営管理委員会・営農販売委員会
  ②48歳　　　　　　  ⑤田  ：1,924a
  ③ 2期目　　　　   　 畑　：110a
　④水稲　　               家畜： －

  ①営農販売委員会
  ②47歳　　　　　　  ⑤田  ：2,411a
  ③  2期目　　　　   　 畑　：392a
　④水稲　　               家畜： －

  ①営農販売委員会
  ②48歳　　　　　　  ⑤田  ：2,526a
  ③  2期目　　　　   　 畑　：20a
　④水稲　　               家畜： －

  ①経営管理委員会
  ②48歳　　　　　　  ⑤田  ：3,037a
  ③新任　　　　  　 　 畑　： －
　④水稲　　               家畜： －

  ①経営管理委員会 ⑤田  ：4,851a
  ②48歳　　　　　　       畑　：256a
  ③新任　　　　  　 　 家畜： －
　④水稲・畑作・花き　  （複数戸法人）

  ① －
  ②61歳　　　　　　  ⑤田  ： －
  ③新任　　　　   　   畑　： －
　④ －   　　               家畜： －

  ① －
  ②58歳　　　　　　  ⑤田  ：2,553a
  ③  4期目　　　　   　 畑　：2a
　④水稲　　               家畜： －

  ①経営管理委員会
  ②42歳　　　　　　  ⑤田  ：2,603a
  ③新任　　　　   　   畑　：12,433a
　④畑作　　               家畜： －

  ① －
  ②48歳　　　　　　  ⑤田  ：3,947a
  ③新任　　　　   　   畑　：757a
　④水稲・畑作              家畜： －

  ①営農販売委員会
  ②41歳　　　　　　  ⑤田  ：2,995a
  ③新任　　　　   　   畑　：1,336a
　④水稲・畑作・青果           家畜： －
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（
非
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） ※年齢は平成31年4月9日現在。

※田の耕地面積には転作も含まれています。

①所属委員会　　④営農形態
②年齢　　　　　⑤耕地面積
③役員経歴　　　（田、畑、家畜）
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）

  ① －　　　　　　　　④水稲
  ②69歳　　　　　　  ⑤田  ：1,763a
  ③13期目　　　　　　 畑　：289a
　 （旧JA５期含む）　　　  家畜： －

  納   内

  雨  竜

学識経験 学識経験

  北  竜  幌加内  一  已  納   内

  音  江  メ  ム  多度志  雨  竜

  北  竜

  音  江

学識経験   一  已 幌加内

  音  江  一  已  納   内  多度志

  ① －
  ②42歳　　　　　　  ⑤田  ： －
  ③  2期目　　　　   　 畑　：7,856a
　④畑作　　               家畜： －
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退任役員

前雨竜地区代表理事
遠藤　淳史

前北竜地区理事
川村　　功

前監事
篠原　隆浩

前常勤監事
島影　保雄

前幌加内地区理事
古屋　一郎

　４月９日に開催された第19回通常総代会をもって、中西秀幸多度志地区代表理事、遠藤淳
史雨竜地区代表理事、川村功北竜地区理事、古屋一郎幌加内地区理事、島影保雄常勤
監事、篠原隆浩監事が任期満了により退任致しました。
　各役員におかれましては、ＪＡきたそらの地域農業の振興と農協運動の改善に取り組み、組
合員の営農と生活の維持向上、信頼されるＪＡづくりにご尽力いただきました。

前多度志地区代表理事
中西　秀幸

（6）



平成30年産
農畜産物共励会 表彰者農畜産物共励会 表彰者
うるち米の部
（13.0ｈa以上） も ち 米 の 部

うるち米の部
（1.0～13.0ｈa未満）

【最優秀賞】
松平　昌広（雨竜支所）
【優 秀 賞】
志部谷　悟（雨竜支所）
南　　伴和（雨竜支所）
長谷　敏弘（深川支所メム地区）
折出　雅弘（雨竜支所）
(合)追分麦作組合（雨竜支所）
【優 良 賞】
野澤　　馨（深川支所納内地区）
沖田　浩一（雨竜支所）
大山口　光（雨竜支所）
吉本　光孝（雨竜支所）
松田　一敏（雨竜支所）
谷本　貴志（雨竜支所）
吉見　拓也（雨竜支所）
橋本　貴之（雨竜支所）

【最優秀賞】
横窪　敏明（幌加内支所）
【優 秀 賞】
田丸　利博（幌加内支所）

花　き　の　部
（10a以上）

【最優秀賞】
平野　克裕（深川支所一已地区）
【優 秀 賞】
平田　　実（深川支所納内地区）

花　き　の　部
（10a未満）

【最優秀賞】
大橋　武夫（雨竜支所）
【優 秀 賞】
佐藤　佳久（深川支所音江地区）
能祖　　薫（雨竜支所）
浅田　和則（雨竜支所）
西丸　　昭（雨竜支所）
(有)山本農場（北竜支所）
【優 良 賞】
清水　　實（雨竜支所）
阿波　一雅（深川支所メム地区）
大竹口斉子（深川支所音江地区）
馬木　逸男（深川支所メム地区）
吉田　和彦（深川支所メム地区）
浦瀧　教幸（深川支所メム地区）
浦本　善擴（雨竜支所）
上月　義雄（雨竜支所）
遠藤　清明（雨竜支所）
佐々木義明（雨竜支所）
前田　利通（深川支所音江地区）
長谷川勝英（深川支所納内地区）
中川　啓二（深川支所メム地区）
小林　隆一（深川支所一已地区）

【最優秀賞】
横井　信一（深川支所一已地区）
【優 秀 賞】
折出　雅弘（雨竜支所）

平成30年産

平成30年産

生　乳　の　部

勘佐　栄夫（深川支所一已地区）
(株)あゆみ農園（深川支所一已地区）

生乳品質共励会表彰者生乳品質共励会表彰者
平成30年産

大　豆　の　部
（1.0ｈa以上）

【最優秀賞】
阿波　一雅（深川支所メム地区）
【優 秀 賞】
中川　　功（深川支所メム地区）
松本　憲一（深川支所メム地区）
【優 良 賞】
中村　広明（深川支所メム地区）
佐藤　利信（深川支所メム地区）
矢野　克実（深川支所メム地区）
伊東　範勝（深川支所メム地区）
安念　敏弘（深川支所メム地区）
金谷　道宏（深川支所メム地区）
野原　利浩（深川支所一已地区）

青　果　の　部

【最優秀賞】
●夏秋苺
宝利秀次郎（深川支所音江地区）
【優 秀 賞】
●長ねぎ
荒井　和也（深川支所一已地区）
●グリーンピーマン
折野　哲也（深川支所一已地区）
【優 良 賞】
●大玉トマト
高尾　義弘（深川支所メム地区）
●長いも
渡邊　　学（深川支所メム地区）
●インゲン
中西　芳子（北竜支所）
●ひまわりすいか
渡辺　俊成（北竜支所）

秋まき小麦の部
（2.0ｈa以上）

【最優秀賞】
村上　利行（深川支所メム地区）
【優 秀 賞】
四辻　政美（北竜支所）
阿部　文男（北竜支所）
【優 良 賞】
吉本　光孝（雨竜支所）
宮武　　努（深川支所納内地区）
野原　康文（雨竜支所）
鮫澤　公秀（深川支所納内地区）
渡辺　　武（深川支所多度志地区）

秋まき小麦の部
（1.0～2.0ｈa未満）
【最優秀賞】
白岡　直樹（北竜支所）
【優 秀 賞】
江幡　良博（深川支所メム地区）
小川　達也（雨竜支所）
【優 良 賞】
松木　　薫（雨竜支所）
藤原　博美（深川支所メム地区）
野澤　　馨（深川支所納内地区）
水谷　政幸（深川支所一已地区）
冨田　　修（深川支所メム地区）

●胡瓜
山崎　靖博（深川支所音江地区）
●ひまわりメロン
渡辺　恵一（北竜支所）
●アスパラ
白岡　直樹（北竜支所）
●北斗メロン
橋本　　健（深川支所一已地区）
●暑寒メロン
長谷川富貴子（雨竜支所）
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平成31年度　新入職員紹介平成31年度　新入職員紹介
部　署

金融共済部渉外課

出身地：深川市
出身校：北海商科大学
趣　味：映画鑑賞

4月1日より10名の新採用職員が入組しましたので、ご紹介致します。

※ホワイトボードに、1年間の業務に対する『目標』を書いてもらいました！

部　署
金融共済多度志支所

出身地：深川市
出身校：札幌大学
趣　味：音楽鑑賞

部　署
総務部総務経理課

出身地：岩見沢市
出身校：北海道情報大学
趣　味：楽器演奏

部　署
雨竜支所営農課

出身地：雨竜町
出身校：深川西高等学校
趣　味：犬の散歩

部　署
経済部雨竜資材課

出身地：新十津川町
出身校：北海道農業協同組合学校
趣　味：スポーツ全般

部　署
経済部燃料課

出身地：深川市
出身校：深川東高等学校
趣　味：ドライブ

部　署
青果部青果課

出身地：深川市
出身校：深川西高等学校
趣　味：ボウリング

部　署
金融共済深川支所

出身地：雨竜町
出身校：滝川西高等学校
趣　味：音楽鑑賞

部　署
金融共済部共済課

出身地：滝川市
出身校：滝川西高等学校
趣　味：音楽鑑賞

部　署
金融共済部貯金課

出身地：旭川市
出身校：クラーク記念国際高等学校
趣　味：お菓子作り

安藤　理沙（あんどう りさ）中村　元（なかむら はじめ）小石川　正（こいしかわ しょう）

堀口　敦暉（ほりぐち あつき） 小田嶋　祐冴（おだじま ゆうご）成澤　祐里香（なりさわ ゆりか） 松本　拓馬（まつもと たくま）

柴垣　由香利（しばがき ゆかり）平原　和泉（ひらはら いずみ）林　綾華（はやし あやか）
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販売部販売部

　3月28日、深川市中央公民館でふかがわ肉牛組合（馬

場勇二組合長、組合員28名）の定期総会が開催され、

同組合員や来賓者など約50名が出席した。

　開会にあたり馬場組合長は、「昨年、きたそらち肉

牛組合(株)を無事設立することができ、協力して頂い

た組合員や関係機関の皆様には厚くお礼を申し上げ

る。肉牛の相場が上がっている中、特に導入初生牛の

相場高騰が目立ち厳しくなるが、組合員一丸となって

更なる発展を目指したい」と挨拶した。

　総会では、30年度の事業報告、31年度の活動計画

などが原案通り承認された。

【畜産課　松原】

　4月2日、管内トップを切って一已地区の原田純さ

ん宅で水稲のは種作業が始まった。例年より融雪が早

く気温も上がったため、予定よりも早い作業の開始と

なった。

　約21haを作付する原田さんは、「ゆめぴりか」と「ふ

っくりんこ」、「ななつぼし」、「きたくりん」の4品種

をビニールハウス9棟で育苗する。大型除雪機で鎮圧

した苗床に種もみが入った育苗ポットを敷き詰める。

原田さんは、「育苗が順調にすすめば、5月10日頃に

は水田に移植し初期生育を早めたい。昨年の分を取り

戻せるよう作業を頑張りたい」と意気込んだ。管内の

は種作業は、4月下旬まで続く。

水稲のは種作業開始水稲のは種作業開始

ふかがわ肉牛
組合定期総会

開 催

馬場組合長による挨拶
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　3月29日、春の訪れを告げるハウス栽培のグリーンアスパラの

出荷が始まった。この日は、音江地区の加賀美敦さんが2コンテナ

約20㎏を青果部の集荷場に持ち込んだ。

　例年より2週間ほど遅い出荷となったが、色鮮やかで良質なもの

がさっそく道の駅ライスランドふかがわの農産物直売所eciRに並ん

だ。また、札幌・旭川・滝川などの道内市場にも出荷され、地元の

道の駅やホクレンショップでも販売される予定。

　気温の上昇とともにハウスから露地、夏秋穫栽培と続き、5月を

ピークに9月頃まで出荷が続く。　　　　　　　　　【青果課　植田】

　4月4日、北竜町特産で、果肉が黄色い小玉スイカ「ひまわりすいか」の定植作業が始まった。ひまわり

すいか組合の渡辺俊成組合長の圃場では、高さ15 ～ 20cmに育った苗1,400株を手作業で７棟のハウス

に植え付けた。3月後半からの降雪で気温が低下し雪解けも進まなくなったが、地温が15度に上がり苗も

十分に成長したため、昨年より1日早い

作業の開始となった。

　今年は同組合の6戸が約3.7haに作付

けし、1万6千ケース、4千5百万円の

売上げを見込んでいる。渡辺組合長は「昨

年より数量を多く、良質で美味しい『ひ

まわりすいか』の収穫を目指す」と意気

込む。

青果部青果部

春の味覚
アスパラの出荷始まる

「ひまわりすいか」 北竜町で定植作業始まる

初出荷した加賀美敦さんの母　洋子さん
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平成31年度　青果部作物別業務担当配置表
品　　目　　名 販売担当 生産組合事務局

（　）内は会計担当市　内 雨竜地区
地　　　　区

北竜地区 幌加内地区
三品
三品
川本
川本
川本
川本
川本
川本
河原
河原
植田
植田
植田
植田
河原
三品
植田
植田
植田
河原

三品
三品
広瀬

浅沼

河原

河原

三品
三品・河原
川本
川本
川本
川本
川本
川本
河原
河原

植田・河原
植田
植田
植田
河原
三品
植田
植田
植田
河原
広瀬
広瀬
広瀬
広瀬
広瀬
斎藤
斎藤
斎藤

浅沼・松本

広瀬

広瀬
広瀬

広瀬

広瀬

広瀬

広瀬
広瀬
広瀬
広瀬
広瀬

斎藤

斎藤

斎藤

斎藤
斎藤
斎藤

斎藤

斎藤

斎藤
斎藤

斎藤
斎藤
斎藤

川本

河原

植田

三品
三品
川本

川本

川本

川本

河原

-
植田
植田
河原
-

植田

植田
河原
広瀬
広瀬
広瀬
広瀬
-
斎藤
斎藤
-
浅沼

北 斗 メ ロ ン
胡 瓜
い ち ご
ピ ー マ ン
長 ネ ギ
インゲン（ピテナ）
豆 類
長 い も
西 洋 南 瓜
日 本 南 瓜
ア ス パ ラ
ほ う れ ん 草
と ま と
百 合 根
に ん に く
そ の 他 青 果
り ん ご
さ く ら ん ぼ
ワ イ ン ブ ド ウ
玉 ね ぎ
雨 竜 メ ロ ン
西 瓜 （ マ ダ ー ）
ス ィ ー ト コ ー ン
ミ ニ ト マ ト
そ の 他 青 果
北 竜 メ ロ ン
西 瓜 （ ひ ま わ り ）
そ の 他 青 果
旬 菜

北 斗 メ ロ ン
胡 瓜
い ち ご

果 菜

豆 　 　 　 類

長 い も

蔬 　 　 　 菜

-
と ま と
百 合 根
に ん に く

-

果　　　　　樹

ワ イ ン ブ ド ウ
玉 ね ぎ
雨 竜 メ ロ ン
西 瓜（マ ダ ー）
スィートコーン
ミ ニ ト マ ト

-
北 竜 メ ロ ン
西瓜（ひまわり）

-
旬　　　　　菜

青果部青果部

平成31年度　青果部作物別業務担当配置表

お詫びと訂正

JAきたそらちホームページに、『JAきたそらち 産地だより』開設！

　2019年4月号掲載に掲載された記事に誤りがありました。ここに訂正し、お詫び申

し上げます。

　このたび、JAきたそらちホームぺージに営農情報専用ペー

ジ『JAきたそらち 産地だより』を開設しました。
　

　「水稲」、「畑作物」、「青果物・花き」、「畜産物」の4品目における、

生育情報や出荷情報、作柄概況などをリアルタイムにお届けし

ます。ぜひ、ご覧ください！
　

　『JAきたそらち 産地だより』URL

【http://www.ja-kitasorachi.com/farming_information/】

P5「平成31年度 作物別生産者組織役員名簿」

きたそらちにんにく生産協議会 監事

≪誤≫　安達明宏　≪正≫　安達明広
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農業
振興部
農業
振興部

学校給食に地元のお米

各地区へ
2カ月分を贈呈

　　4月3日、当JAとJA北いぶきで構成する北空

知広域農業協同組合連合会は、1市4町で設立した北

空知圏学校給食組合（組合長・山下貴史 深川市長）

に管内産「ななつぼし」2 ヶ月分（5,000kg）を贈

呈した。

　同農協連の篠田雅会長と柏木孝文会長代理が深川市

役所を訪れ、山下市長へ目録を手渡した。山下市長は

「今年も給食米を贈呈いただき心より感謝申し上げる。

子ども達に地元の良質なお米で元気に育ったことを誇

りに思ってほしい」と述べ、感謝状を手渡した。この

お米は4月と5月に深川市と北竜町、沼田町、妹背牛町、

秩父別町の学校給食として提供される。

　また当JAは、3月27日に幌加内町、4月3日に雨

竜町へ同じく2 ヶ月分の学校給食米を贈呈した。

北空知広域農協連

雨竜町

幌加内町

　4月3日、ＪＡきたそらち本所にて

「北育ち元気塾」の開講式が行われ、

今年度の塾生12名と関係機関の職員が出席した。

　開会にあたり、北空知農業後継者育成支援協議会

の佐藤忠美会長が「全8回の研修に参加し営農の技

術や知識を身につけてほしい。また、元気塾で地域

を超えた横のつながりを作ってほしい」と挨拶し、

続けて塾生の紹介が行われた。

　開講式終了後には、第1回研修会が開催され、北

海道指導農業士の横山昌利氏が農業経営について、

空知農業改良普及センター北空知支所の立浪直剛氏

が水稲育苗管理の基礎について講演を行った。

　今年度の塾生は22名で、新規就農やＵターン、

新規学卒、研修生など様々な就農形態の農業者が、

水稲ほ場で実習、複合経営の講話・視察、農業士と

の交流会など1年間のカリキュラムを通して多くの

技術や基礎知識を学ぶ。

【営農企画課　石野】

「北育ち元気塾」/開講式と第1回研修会を開催
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　3月26日、青年部音江支部（田中龍貴支部長、26名）が音江支所

で講習会を開催し、部員13名が出席した。同支部では毎年テーマを変え

て講習会を開催しており、今年は「置床鎮圧育苗（楽ちん育苗）を始め

るに当たって」と題した講習会を開催した。

　講師は当JA販売部の島倉恵一考査役が務め、JA管内の鎮圧育苗の実

施状況や慣行育苗との違い、実施するメリットや注意点などを説明した。

島倉考査役は、「置床鎮圧育苗は水管理が非常に大事。は種後から1葉

期までは慣行育苗より多めにかん水して」などアドバイスした。

　講習会終了後、田中支部長は「若い農業者が営農の基礎を学べる良い機会となった。今回

の講習会をきっかけに、音江地区でもなお一層鎮圧育苗が普及してほしい」と感想を述べた。

　女性部フレッシュミズ（部員50名）では、社会福祉

活動の一環としてアルミ缶のリングプル回収運動を行っ

ている。同部では、小さなリングプルで体の不自由な方々

の手助けになればという思いから毎年回収し、一定重

量が集まれば深川市福祉協議会に贈呈している。リン

グプルは約500㎏で車椅子1台と交換ができ、福祉施

設等へと寄贈される。昨年度は43.32㎏を回収した。

　今年度も引き続き回収を行っておりますので、農作業

などの休憩時に缶コーヒーや缶ジュースを飲まれる際は、

リングプル回収にご協力お願いします。　

【米穀課　三浦】

　3月２２日、営農センター前特設会場にて春資材農機具の

展示即売会を開催し、多くの組合員が来場した。催芽機や噴

霧器、灌水ポンプなど春作業に必要な農機具が店頭に並んだ。

　また、ハウス内の換気と温度管理を自動で行う『ハウス自

動巻き上げ機』の実演会も行われ、実演を見た組合員は、設

置方法や機能性、使用方法などを興味深く質問し、「これな

ら他の作業をしていても温度管理ができそう。ハウスの棟数

が多く、管理が大変だから助かる」と話す。

【資材推進課　中村】

～回収にあたってのお願い～
　缶のラベルに“アルミ製”と表示されているリング

プルのみ回収させて頂いております。

＊回収先　女性部各支部事務局

　詳しくは、農業振興部営農企画課

 （0164-26-0134）までお問い合わせください。

農業
振興部
農業
振興部

鎮圧育苗をテーマに講習会開催

リングプル回収にご協力お願いします

春資材農機具の展示即売会を開催

女性部フレッシュミズ

青年部音江支部

経済部経済部
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雨竜支所

幌加内支所

　雨竜あした葉（造田知子会長、会員７名）は農閑期を利用し、手芸教室や特別養護老人ホーム雨竜寿

園の施設ボランティアなど様々な活動を行っている。

　雨竜町社会福祉協議会が地域生活支援事業の一つとして行う

「ふまねっと運動」では、サポーターとして運動のレクチャーを

行っている。「ふまねっと運動」とは、50センチ四方のマス目で

できた大きな網を床に敷き、この網を踏まないようにゆっくり慎

重に歩く運動で、車いすや杖歩行の方でも参加することができる。

同町の高齢者の運動機会増進に一役買っている。

　今後は視察研修や雨竜寿園納涼祭りの手伝い、冬期レクリエー

ションでの豚汁作りなどの活動を予定している。

【雨竜支所　木村】

　3月27日幌加内支所で、玄そばの低温貯蔵倉庫「雪乃御殿」の冷房に使う雪の搬入作業を実施した。

豪雪地である幌加内町の地域性を活かしたこの施設では、雪解け水で作った冷風を倉庫内に循環させ、

玄そばの保管に最適な室温13度、湿度65％以下を保ち、約4万俵を格納する。この日は1日をかけ

約550トンの雪を搬入した。

　同町では昨年積雪324ｃｍを観測したが、今年は平年並みに融雪

が進んでいる。同支所職員は、「このまま融雪が進めば、は種作業も

遅れず始められる」と話す。

【幌加内支所　下津】

　あした葉では現在、会員の募集をしております。

興味がある方はお気軽にご連絡ください。一度見

学をしてみたいという方も大歓迎です。詳しくは

雨竜支所営農課（0125-77-2332）までお問

い合わせください。

雨竜あした葉　農閑期における活動のご紹介

玄そばの利雪型低温貯蔵施設に雪入れ作業
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金融
共済部
金融
共済部

　JA北海道信連による「平成30年度　北海道農業融資優良取組JA表彰」において、当JAが表彰された。

この表彰は、地域の農業振興および担い手育成等のために有効な農業融資施策を樹立し、その効果が顕著で

ありJAバンク北海道の農業融資の模範となる事業推進に取り組んだJAに贈られる。4月12日には、北海

道信連の十河徹専務より柏木孝文組合長へ表彰状が授与された。

　今回の受賞は、組合員や地域住民皆様からのご愛顧の賜物であると心より感謝申し上げます。今後とも『選

ばれ・信頼され・満足される』金融機関を目指して、より良質で多様なサービスの提供に努めてまいります。

【融資課　小松】

「平成30年度「平成30年度北海道農業融資優良取組JA表彰」
を受賞

北海道信連より

新 風新 風
農家後継者氏

名

年

齢

就
農
年

地

区

経
営
面
積

　【新規就農希望者受入農家・新規就農希望者募集】
　ＪＡきたそらちでは、新規就農希望者を募集しております。興味がある方は、下記にお問い合わせ願います。

　また、ＪＡホームページ・農業人フェアでの募集も実施しておりますので、お気軽にご相談下さい。

◇　問い合わせ先：農業振興部　営農企画課【TEL：0164-26-0134】

◇　ホームページ：http://www.ja-kitasorachi.com/farmer/index.html

◇　北海道新規就農フェア：日　　時　5月26日(日)

　　　　　　　　　　　　　場　　所　北海道自治労会館（札幌市北区北６条西７丁目5-3）

　　　　　　　　　　　　　出展地区　深川市・北竜町

☆
目
指
す
農
業

市
村
　
智
康
　
さ
ん

42
歳

平
成
29
年
５
月

幌
加
内
支
所
　
平
和
地
区

経
営
主
　(

株)

市
村
フ
ァ
ー
ム

代
表
取
締
役
　
市
村
　
良
治
　
さ
ん

　１
０
７  

ha

（
そ
ば・稲
発
酵
粗
飼
料・肉
牛・草
地
）

い
ち
む
ら

と
も
や
す

　
就
農
前
は
、
配
合
飼
料
販
売
の
営
業
を
20
年
間
し

て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
出
会
っ
た
方
々
か
ら
沢
山

の
刺
激
を
受
け
、
自
分
も
農
業
に
携
わ
り
た
い
と
強
く

思
う
よ
う
に
な
り
就
農
致
し
ま
し
た
。

　
経
営
の
基
礎
、
農
業
機
械
の
取
扱
い
等
は
、
両
親
・

弟
に
学
び
な
が
ら
日
々
精
進
し
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
農
業
経
営
が
出
来
る
農
家
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
指

導
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の
時
々
の

ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定
期
的
に
お
伝
え

し
ま
す
。

　
各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
マ
ス
コ
ッ
ト
・
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
ち
ょ
リ
ス
」
に
新
し
い

仲
間
「
よ
り
ぞ
う
」
が
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
よ
り
一
層
地
域
の
皆
様
に
寄
り
添
い
、
ど
ん

な
と
き
で
も
気
軽
に
相
談
し
て
頂
け
る
存
在
で
あ
り

た
い
、そ
ん
な
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
想
い
か
ら「
よ
り
ぞ
う
」

は
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
は
、「
よ
り
ぞ
う
」「
ち
ょ
リ
ス
」
と

と
も
に
事
業
展
開
を
行
っ
て
参

り
ま
す
の
で
、
ご
愛
顧
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
酪
農
家
の
拠
出
に
よ
る

運
動
「
ミ
ル
ク
ラ
ン
ド
北

海
道
」
の
一
環
と
し
て
、
北
海
道
産
牛
乳
・
乳
製
品

の
専
門
カ
フ
ェ
「
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｋ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
　
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
　
↓
　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
を
、
初
の
常
設
店

舗
と
し
て
、
東
京
・
自
由
が
丘
に
３
月
６
日
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
お
店
で
は
こ
だ
わ
り
の
北
海
道
産
牛

乳
や
チ
ー
ズ
を
品
揃
え
す
る
ほ
か
、

牛
乳
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
料
理

メ
ニ
ュ
ー
も
提
供
。

　
北
海
道
酪
農
の
素
晴
ら
し
さ
を
発

信
す
る
と
共
に
、
新
た
な
フ
ァ
ン
の

獲
得
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
平
成
31
年

３
月
、
札
幌
市
内
に
て
、
札
幌
市
と
近
郊

の
児
童
養
護
施
設
を
対
象
と
し
、
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
の

試
合
チ
ケ
ッ
ト
と
、
札
幌
交
響
楽
団
の
コ
ン
サ
ー
ト
チ
ケ
ッ

ト
の
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
北
海
道
が
社
会
貢
献
活
動
の一環
と
し
て
、
平

成
19
年
度
よ
り
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
は
サ
ッ
カ
ー
の

試
合
に
５
６
０
名
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
50
名
を
招
待
し
ま
す
。

　
チ
ケ
ッ
ト
贈
呈
に
あ
た
り
、「
農
家
の
方
々
か
ら
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
で
す
。
試
合
や
コ
ン
サ
ー
ト
に
出

か
け
る
と
き
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ

た
農
家
の
方
々
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
く

れ
る
と
嬉
し
い
。
楽
し
ん
で
来
て
下
さ

い
。」
と
の
言
葉
と
と
も
に
代
表
児
童
２

名
に
チ
ケ
ッ
ト
を
手
渡
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

ホ
ク
レ
ン

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

　
組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆
様
の

生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
本
会
事
業

の
積
極
的
な
啓
蒙
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

広
報
誌
「
す
ま
い
る
」
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

年
３
回
発
行
し
て
お
り
、
様
々
な
医
療
・
健
康
情
報
を

発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
バッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
是
非
ご一読
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

　
Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道
は
、
３
月
13
日
に

北
海
道
ス
バ
ル
白
石
店
に
て
、
交
通
道
徳

の
向
上
と
交
通
事
故
防
止
へ
の
取
組
み
を
行
う
北
海
道

交
通
安
全
推
進
委
員
会
へ
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る

交
通
安
全
広
報
車
と
し
て
、
ス
バ
ル

社
製
の
ア
イ
サ
イ
ト
を
搭
載
し
、

安
全
性
・
操
作
性
に
優
れ
た
「
レ

ヴ
ォ
ー
グ
」
を
寄
贈
い
た
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
共
済
連
は
、
組
合
員
・
地

域
住
民
の
安
全
・
安
心
に
貢
献
で

き
る
活
動
に
こ
れ
か
ら
も
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
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思
春
期
痤
瘡（
ニ
キ
ビ
）と

　
　
　
　
　学
校
保
健
活
動

津
田
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
　院
長

津
　田
　尚
　也

◆フキとサクラエビの混ぜずし

◎作り方

お料理コーナー

①米は通常より少なめの水かげんにして炊飯器で炊く。
②フキはすじを取り除き、3cm長さに切ったものから水に放つ。すべて切り終わったらざるに取り、水けを切る。
③鍋にAを煮たて、フキを加えて混ぜながら1分ほど煮て、火を止める。
④フキの葉は熱湯に入れて2分ほどゆでる。5分ほど水にさらし、しっかり水けを絞ってみじん切りにする。
⑤Bをよく混ぜ、①のご飯にBを回しかけ、さっくりと混ぜる。あら熱が取れたら、汁けを切ったフキ、フキの葉、
サクラエビ、ゴマを加えて混ぜる。

『家の光』2018年５月号「家の光料理カード」から　調理：石澤　清美

◎材料（4人分）

米　………………………………………………………　3合

フキ　…………………………………………………　200ｇ

フキの葉　………………………………………………　30g

サクラエビ（乾燥）　…………………………………　10g

煎りゴマ　…………………………………　大さじ1と1/2

　　だし汁　………………………………………　150ｍL

　　酒　………………………………………………　大さじ１

　　薄口しょうゆ　……………………………　大さじ1/2

　　酢　………………………………………………　75ｍL

　　砂糖　…………………………………………　大さじ2

　　塩　……………………………………………　小さじ１

｛
｛

Ａ

Ｂ

　
尋
常
性
痤
瘡
（
ニ
キ
ビ
）
は
、
皮
脂
分
泌
が
活
発
化
す
る
思
春
期
か
ら
発
症
し
始

め
る
毛
包
脂
腺
系
の
慢
性
炎
症
性
疾
患
で
あ
り
、
瘢
痕
を
残
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
痤
瘡
を
罹
患
し
た
中
高
生
の
悩
み
は
想
像
以
上
で
あ
り
、
い
じ
め
や
引
き
こ
も

り
が
ち
に
な
る
な
ど
学
校
生
活
に
支
障
を
き
た
す
生
徒
も
い
ま
す
。

　
21
世
紀
に
入
り
痤
瘡
治
療
は
使
用
で
き
る
薬
剤
が
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。
痤
瘡

治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
拠
し
た
治
療
を
行
え
ば
、
良
い
治
療
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
痤
瘡
を
医
療
機
関
で
治
療
す
る
と
い
う
意
識
が

薄
く
、
ま
た
、
受
診
し
て
も
炎
症
性
皮
疹
が
改
善
す
る
と
治
療
を
中
断
す
る
こ
と
が

多
く
、
十
分
な
治
療
効
果
を
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
る

に
は
、
学
校
保
健
活
動
が
有
用
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
痤
瘡
に
対
す
る
学
校
保
健
活
動
の
具
体
的
な
も
の
に
、
学
校
健
診
で
の
早
期
発
見

が
大
切
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
健
康
教
育
の一環
と
し
て
痤
瘡
に
つい
て
の
正
し
い
知
識

を
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
早
期
に
的
確
な
治
療
を
行
え
ば
完
治
す
る
こ
と

を
小
学
高
学
年
で
学
ん
で
も
ら
え
れ
ば
、
不
安
を
減
ら
せ
る
ば
か
り
か
痤
瘡
に
罹
患

し
た
時
に
は
早
期
に
受
診
す
る
可
能
性
が
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
は
痤
瘡
に
罹

患
し
た
と
し
て
も
、
明
る
い
未
来
が
開
か
れ
て
い
る
の
で
す
。

転載不可
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クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

四月俳句四月俳句四月俳句

3月号の正解は
「ヒシモチ」 でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれました。

深 川 市　　赤川　真央　様
深 川 町　　馬木　裕子　様
雨 竜 町　　西谷　咲子　様 【送り先】〒074-0022　深川市北光町１丁目10番10号

　　　　 ＪＡきたそらち総合企画室企画広報課　　 ＦＡＸの場合は 0164-22-8611

応募方法

【タテのカギ】
2
3
4

5

6

7
8

11

12
14

15
17
18

19

長い脚のついた平らな机
道の曲がり目のところ、曲がり○○
したたり落ちる水や液体が粒状
になったもの
釣りで人気が高い魚、老成したオ
スはクチグロとも
合図のために片目でまばたきする
こと
植物の種子が芽を出すこと
木・紙・金属などで作った四角い
入れ物
日本ではつみれ、西洋ではアン
チョビとして食べる魚
火事、火事による災害
果物・野菜などをしぼった汁を加
工した清涼飲料
何人かが集まって話し合うこと
十分に成長した人、成人
ワシより小さく、鋭い爪と曲がっ
たくちばしが特徴の鳥
まとまり、学級、クラス

1
3

5

6
7
8

9

10
12
13

15
16
18

20

21

22

家族の集まり、または集まっている場所
ことわざでは万年生きるとされる甲
羅を持った爬虫類
地下深く穴を掘り地下水をくみ上
げられるようにしたもの
ぐるぐると、らせん状に動く風や水
歯をみがくために使う小さなブラシ
五・七・五の十七音からできてい
る短い詩
ことわざでは千年生きるとされる長
いくちばしを持った白い鳥
演技力のない役者、○○○○役者
相手と向かい合って話をすること
運を占ったり順番決めの際などに使
う、おみ○○、あみだ○○
雨や日光をよけるために使う道具 
海水や地中からとれるしょっぱい調味料
体をきたえ、強くするための運動
をする教科
料理などを運ぶ盆、主に金属製の
ものをいう
錠を開けたり閉めたりするための短
い棒状の金具
鍋やサラダなどに入れるアブラナ科
の越年草、別名京菜

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ハガキ・ＦＡＸで①クイ
ズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよりに対するご意見ご要望を記
入の上ご応募下さい。
締切５月31日消印有効で当選者とクイズの答えは７月号に掲載します。

A B C

●
雨
竜
俳
句
会

　
啓
蟄
や
た
し
か
に
動
く
も
の
見
た
る
　
　
　
　
有
田
　
茉
莉

　
目
の
覚
め
ぬ
蛙
に
猫
の
手
そ
っ
と
伸
び
　
　
　
大
林
ア
ヤ
子

　
花
種
の
植
え
方
優
し
友
の
文
　
　
　
　
　
　
　
北
川
　
満
江

　
温
も
り
を
湛
え
る
杜
や
雪
解
風
　
　
　
　
　
　
小
山
　
邦
男

　
鶯
や
季
を
感
ず
る
和
定
食
　
　
　
　
　
　
　
　
松
木
　
五
月

　
風
呂
場
よ
り
門
出
の
歌
の
響
き
春
　
　
　
　
　
宮
武
め
ぐ
み

　
臥
す
部
屋
に
静
か
に
聞
こ
え
春
の
音
　
　
　
　
吉
見
サ
ヨ
子

●
「
道
」
俳
句
会
　北
竜
支
部

　
喪
の
つ
づ
く
村
が
引
き
寄
す
蝌
蚪
の
紐
　
　
　
山
本
　
玲
子

　
風
の
子
と
早
寝
早
起
き
鯉
の
ぼ
り
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

　
逆
縁
の
報
を
受
け
し
は
朧
の
夜
　
　
　
　
　
　
吉
尾
　
広
子

　
芽
柳
が
挟
み
て
川
を
囃
し
た
て
　
　
　
　
　
　
山
岸
　
正
俊

　
冴
え
返
る
北
半
球
の
も
ど
か
し
さ
　
　
　
　
　
山
下
　
好
晴

　
残
雪
や
嶺
を
透
か
し
て
糸
通
す
　
　
　
　
　
　
佐
光
久
美
子

　
受
信
待
つ
カ
ル
テ
の
隅
に
余
寒
か
な
　
　
　
　
杉
本
　
隆
文

　
老
い
た
れ
ど
心
が
は
ず
む
雛
ま
つ
り
　
　
　
　
高
田
　
紀
子

●
土
筆
俳
句
会

　
春
を
病
む
媼
の
手
足
も
て
あ
ま
す
　
　
　
　
　
高
尾
美
津
子

　
元
号
は
令
和
や
春
着
ひ
る
が
へ
す
　
　
　
　
　
池
田
　
美
知

　
隣
人
の
貰
い
欠
伸
や
春
う
ら
ら
　
　
　
　
　
　
坂
本
　
朱
実

　
朗
ら
か
に
多
病
息
災
木
の
葉
髪
　
　
　
　
　
　
引
地
紀
代
子

　
日
中
の
キ
ツ
ネ
の
散
歩
陽
を
恋
う
か
　
　
　
　
山
川
　
輝
子

　
買
ひ
換
え
し
小
さ
き
仏
壇
黄
水
仙
　
　
　
　
　
南
川
冨
美
子

　
春
の
日
や
道
掃
く
背
な
に
寄
り
添
え
る
　
　
　
佐
藤
英
三
子

　
こ
の
里
は
父
祖
の
魂
浮
く
花
辛
夷
　
　
　
　
　
小
橋
　
厚
子

1 2 3 3 5 4

5 6

7 8

9 13 10 11 15

16 12 13 14

18 15 19 16 17 20

18 19 20

21 22 23

D

C

A

B
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１．関係団体等諸会議について
２．平成30年度 決算監査報告について
３．組合員の加入脱退について
４．職員の人事について 
５．平成30年度人事考課・準職員の評価結果

及び平成31年度定期昇給について
６．第19回通常総代会開催要領について
７．役員推薦会議による役員候補者の選出につ

いて

８．学識経験役員候補者に対する特別加給退
職金の支給について

９．貸出実行報告について
10．平成30年度クミカン要精算額処理状況
11．畜産販売実績について
12．「災害時給油体制緊急整備事業費補助金」

（北海道地域サポートＳＳ整備）への申請
について

議案第１号　平成30年度決算書類及び部門別
損益計算書の承認について

議案第２号　第19回通常総代会の日時及び場
所について

議案第３号　第19回通常総代会の目的である
事項について

議案第４号　通常総代会の議決権行使書面につ
いて

議案第５号　全国監査機構期末監査概要書につ
いて

議案第６号　役員の選任議案について
議案第７号　役員退任に対する役員退職慰労金

の支給について

議案第８号　組合員の出資金持分譲渡について
議案第９号　給与規程の一部改正について
議案第10号　職員就業規則他の一部改正につ

いて
議案第11号　総代選挙主要日程について
議案第12号　今後の事業運営の方向性につい

て
議案第13号　固定資産の取得について
議案第14号　「JAバンク基本方針」の変更に

ついて
議案第15号　貸出金の貸付決定について
議案第16号　平成30年産 農畜産物共励会表

彰について

第３回理事会 〈平成31年3月22日開催〉

提
　出
　議
　案

組合員の動き
（平成31年3月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,396
85

5,986
330
1,010

当月末
9
0
13
0
6

脱退
3
0
11
1
1

加入
1,402
85

5,988
329
1,015

当期首

JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力

○平成31年３月実績

計画対比　　＋

前年対比　　▲

57,725kWh 発電電力

○累計（H30.12～H31.3）

112,250kWh
15,447kWh

1,222kWh

計画対比　 ＋

前年対比　 ▲

38,190kWh

2,120kWh

報 

告 

事 

項

１．役員賠償責任保険、身元信用保険及び個人
情報賠償責任保険について

協
議
事
項

２．役員互選予備会議の取り進めについて
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総務部からのお知らせ

詳しくは、農業振興部営農企画課までお気軽にお問合せください。（担当　ふるかわ）
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